


クラブ クラブ員数 指導者 実施回数 実績

軟式野球 １６名 兼職兼業
　教員

３９回
（見込み）

・常総広域中学校対抗球技大会優勝
・取手市北相馬郡新人体育大会優勝
・県南新人体育大会準優勝
・県新人体育大会出場

剣道 １１名 兼職兼業　

　教員
３２回
（見込み）

・夏季取手市近隣中学生剣道交流会女子
優秀賞、男子敢闘賞
・取手市北相馬郡新人体育大会、女子2名
個人戦3位



地域移行についてアンケート

生徒

大いに進めて
進めて
どちらかといえば進めて
進めない
わからない

○部活動保護者説明会へ出席し、事業説明
○活動の様子を市ホームページに随時アップ
○取手市部活動地域移行推進協議会の設置・開催（３回）
○部活動地域移行に関するアンケートを実施

保護者

大いに進めて
進めて
どちらかと言えば進めて
進めない
わからない



生徒
学校でも地域でも活動を自分で選択できるようになるとよい。
質の高い練習ができる。
友達関係が広がる。

保護者
子どもが専門的な指導が受けられる。
子どもが希望する活動が続けられるから。
子どもの友達関係が学校外にも広がるから。

教職員
生徒が専門的な指導が受けられるから。
生徒が希望する活動を続けられるから。
先生たちの働き方改革につながるから。



生徒

よかった

どちらかといえばよかった

どちらかといえばよくなかった

よくなかった

保護者

よかった

どちらかといえばよかった

どちらかといえばよくなかった

生徒 専門的な指導が受けられるから。
友達関係が学校外にも広がるから。

保護者 人数が増えて練習にも活気が出た。



【成果】
・取手市部活動地域移行推進協議会を設置し、委員の方々から指導助言をいただくことができた。
・指導者は兼職兼業の教員のため、生徒もスムーズに活動することができ、保護者からも信頼を得ることがで
きた。
・地域クラブの指導員が複数いるため、指導負担が軽減した。

【今後の課題と対応方針】
・指導員確保　：取手市としては、今ある中学校の部活動のよいところを生かして地域移行を進めるため
　　　　　　　　　　　兼職兼業の指導員がほどんどである。教員の働き方改革も考えていかなければならないと
　　　　　　　　　　　考えている。
・財源　　　　　　：運営資金の確保。クラブ会費や指導員謝礼の金額の設定等を協議していく必要がある。
・運営団体設立：モデル事業を通して地域クラブの運営団体・実施主体の設立やクラブの規約の作成、
　　　　　　　　　　　運営要綱の作成等、協議していかなければならない。



１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

種
目

野球① 野球② 剣道① 剣道② 柔道 女子

バレー
ボール

空手道 女子

バスケッ
トボール

主
な
学
校

藤代中 永山中 藤代中 取手二中 藤代中 藤代南中 取手二中 永山中

藤代南中 （戸頭中） 藤代南中 取手一中 （藤代中） 戸頭中

取手一中

指
導
者

兼職兼業 兼職兼業 兼職兼業 兼職兼業 兼職兼業 兼職兼業 兼職兼業 兼職兼業

人
数

　
３人

　
１人 ２人 １人 ２人 １人 １人 ２人



・R6.2月　新入生説明会にて生徒、保護者に説明
　　　　　　 在校生への事業周知（ホームアンドスクールにて）
・R6.4月　地域移行実証事業モデル校指導者説明会
・　　〃　　 クラブ会員申込み開始
・　　〃　　 地域移行実証事業開始
・R6.6月　 第1回取手市部活動地域移行推進協議会開催
・R6.9月　 アンケート（モデル部活生徒・保護者対象）
・　　〃　　　次年度に向けて全校ヒアリング
・R6.10月　第2回取手市部活動地域移行推進協議会開催
・R7.1月　　次年度実施校への方針説明・実施クラブ決定
・R7.2月　　第3回取手市部活動地域移行推進協議会開催



取手市教育委員会
スポーツ振興課

イメージ図

取手市部活動地域移行推進協議会

運営団体・実施主体

・教育委員会関係課
・取手市スポーツ協会
・取手市スポーツ少年団
・総合型スポーツクラブ
・中体連・吹奏楽連盟
・保護者　各代表

・参加生徒管理
・指導員管理
・指導員謝礼支払い
・会費の徴収
・スポーツ保険加入手続
・連絡調整等

市からの補助

野
球

剣
道

柔
道

空
手

・・・将来的に
多数のクラブ

協
力
体
制

設置

運営団体・実施主体と
なる組織を設立

卓
球

運営

協力体制




